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植物根の水分屈性発現機構の解明とその利用による
植物成長制御の革新
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産業革命以降、地球環境は劣化の一途をたどり
地球規模で食料・環境・エネルギー問題が発生
している。課題の解決には植物生育域の拡大が
必須であり、水資源が限られる現状を鑑みると、
現存する水を有効に利用できる植物育成技術
開発が必要である。 

水分屈性発現機構の主要経路の解明
事業担当者らによって発見された世界初の
水分屈性制御分子から、根が水の多少を感
じ、伸長方向を決定する分子機構を解明。

水分屈性を利用した水分限定環境下で生
育に有利な植物の作出
水分屈性強化系統（水色）は、水分限定環
境下でのバイオマス生産量や生存率が野生
型系統（白）より向上した。また、水分屈性
欠損系統（桃色）は、野生型系統と比べ、
水分限定環境下での生産力、生存率が悪い
ことが明らかになった。

植物は独自の水センサーにより土中の水の多い
方向を感知し、根をその方向へ伸ばす能力（水
分屈性）を発揮する。本研究では、水分屈性に
必要な分子を理解し、水分屈性のメカニズムを明
らかにする。そして、水分屈性能のコントロール
により節水型植物育成技術の基盤を確立する。

代表論文：Plant Physiology, 157, 1209-1220, (2011)
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文部科学大臣（2011年4月）

水分屈性能の強化を、様々な草本、木本へ
適用することにより、全世界的に貴重となっ
ている水資源の有効利用が可能になる。そし
て、現在利用できない渇水地域における、効

率的な水利用が可能となり、耕作地や植物
生育域が拡大し、環境・食料・エネルギー等
の問題の解決に役立つことが期待される。

MIZU-KUSSEI(MIZ)1と2の制御機構を中心と
した、水分屈性発現機構のモデル

水分勾配が存在する土壌での生育実験の結果


